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概要 

このレポートでは、｢消費者､ユーザーによるイノベーションや創造｣というテーマに関して事例

研究を行った。主に扱った事例は、2004 年に開設された読書管理サービス「ブクログ」であ

る。ブクログは読書管理や感想・レビューの投稿だけでなくブックリストや談話室といったさ

まざまな機能を備えていることが判明した。今後のブクログについては、類似サービスである

読書メーターとの比較から、他のユーザーとの交流を活発化させることが望ましい。また、ユ

ーザーの開発、創造の動機に関して検討した結果、自己効力感の強化と記録・記憶機能の強化

が必要であるという結論に至った。 

 

 

キーワード：ブクログ、読書メーター、創造的消費、アクティブ・コンシューマー、共進化マ

ーケティング 
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1.はじめに 

 このレポートは「消費者、ユーザーによるイノベーションや創造」というテーマに対して、

ブクログの成功要因を考察し、今後への提言を行うことを目的としている。２章では関連研究

をまとめ、３章ではブクログの事例研究を行う。４章では創造的消費、創造、開発の動機、共

進化マーケティングという三つの観点から考察し、今後への提言を行う。 

 

2.先行研究 

 この章では、アクティブ・コンシューマーについての研究、消費者の創造、開発についての

研究、共進化マーケティングについての研究をまとめる。最後にこれらの研究から得られた知

見をまとめる。 

 

2.1 アクティブ・コンシューマーについての研究 

 濱岡(2001a)は、消費者が与えられた選択肢を選択するだけでなく創造していることを指摘し

た。消費における「創造性」について、消費者が「製品」をなんらかの「使用方法、用途」に

用いると考えると、製品については「既存の製品のまま」「既存の製品を修正する」「新たな製

品を創造する」という３つの消費の方法、用途については「既存の用途に用いる」「新たな用途

を見出す」という 2つの方法が想定できる。図 1 の色付き部分は、製品、用途の少なくともど

ちらかを創造するという活動を含んでいるため「創造的消費」にあたる。 

 

 
図 1 ハミガキを例とした創造的消費 

出所）濱岡(2007) 

 

 また、濱岡(2001a)は、創造したものがコミュニケーションを通じて広まることを踏まえ、

「創造的消費を行い、かつ他者とコミュニケートする消費者」を「アクティブ・コンシューマ

ー」と定義した。 

 

2.2 消費者による創造、開発の動機についての研究 
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 濱岡(2007)は、消費者が創造や開発といった活動に参加する動機として、「期待経済利益」

「楽しさ」「不満や不便の解消」「自己効力感」「名声・認知欲求」「互酬性および一般的交換」

の６つを挙げている。以下各項目についての先行研究をまとめる。 

 

「期待経済利益」 

 「イノベーションから得られるであろう期待経済利益」を多く持つ者ほど、イノベーション

の源泉となる確率が高いという「期待経済利益仮説」が存在する。しかし濱岡,田中(2007)は、

経済的な利益との間には有意な関係はないことを示した。消費者参加型商品開発サイトへのア

イディアの投稿頻度については、「賞品/賞金/ポイントなどがもらえるから」が正で有意となっ

た。 

 

「楽しさ」 

 濱岡,田中(2007)によると、創造プロセスの楽しさは、創造的消費や消費者参加型製品開発サ

イトへのアイデア投稿数に正の影響を与えている。一方で、コミュニケーションプロセスの楽

しさは、アイデア投稿数に負の影響を与えていることを示した。 

 

「不満や不便の解消」 

 プログラマーは、不便の解消をきっかけに自分でソフトウェアを開発する。濱岡(2001a)は、

これは創造的消費、消費者参加型製品開発サイトでも正で有意な関係があることを示した。 

 

「自己効力感」 

 自分の行動が効果を与えると考えるものほど、その行動をとる傾向がある。濱岡,田中(2007)

によると、消費者参加型製品開発サイトに投稿しない理由として、「製品化されないから」が高

い割合を占めている。 

 

「名声・認知欲求」 

 濱岡(2001a)では、創造的消費については有意とならなかったがコミュニケーションについて

は有意となった。認めたいから創造するのではなく、創造した者を認めてもらうためにコミュ

ニケーションするのである。 

 

「互酬性および一般的交換」 

 ここで互酬性とは、何かをしてくれた相手にお返しすることであり、一般的交換は、何かを

してくれた相手ではないがお返しすることである。濱岡(2007)は、消費者参加型製品開発サイ

トにおけるアイディアの投稿数とは有意な関係がないことを示した。 

 

2.3 共進化マーケティングについての研究 
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 従来のマーケティングは、効用最大化や満足化など経済的な側面に注目し、消費者が与えら

れた選択肢から選ぶことを前提としている。しかし、消費者は選択するだけでなく自ら開発、

創造する能力を持っており、そこには非経済的な動機も存在する。これを踏まえ、濱岡(2001b)

は、マーケティング現象を消費者と企業との長期にわたるダイナミックな相互作用として捉え

るべきであると述べた。そしてさまざまな経済主体が相互に影響を与えながら長期的・短期的

に変化する、「共進化マーケティング」を提示した。これによって、消費者から企業への情報発

信がより重要になっていくと述べた。 

 

2.4 先行研究から得られた知見 

 これらの先行研究から、消費者は選択するだけでなく創造的消費を行う存在であることがわ

かった。そして創造的消費を行い、かつ他者とコミュニケートする「アクティブ・コンシュー

マー」が存在することが理解できた。また、消費者による創造、開発の動機としては、経済的

なものだけでなく非経済的なものも挙げられた。これらのことを踏まえ、企業と消費者が相互

に影響を与えながら変化していく「共進化マーケティング」が提示された。 

 

表 1 先⾏研究まとめ 

分類 著者名 概要 

アクティブ・コンシューマーに

ついての研究 

濱岡(2001a)、

濱岡(2007) 

「創造的消費を行い、かつ他者とコミュニケ

ートする消費者」を「アクティブ・コンシュ

ーマー」と定義した。 

消費者による創造、開発の動機

についての研究 

濱岡(2001a)、

濱岡(2007)、 

濱岡,田中

(2007) 

消費者が創造、開発する動機として、「期待経

済利益」「楽しさ」「不満や不便の解消」「自己

効力感」「名声・認知欲求」「互酬性および一

般的交換」の 6つを挙げた。 

共進化マーケティングについて

の研究 

濱岡(2001b) 創造する主体である消費者と企業が相互に影

響を与えながら変化していく「共進化マーケ

ティング」を提示した。 

出所)筆者作成 
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3.「ブクログ」の事例 

 この章では、「ブクログ」の事例について紹介する。まず概要を紹介したのち、機能と仕組み

を説明し、類似サービス「読書メーター」との比較を行う1。 

 

3.1 「ブクログ」の概要 

 このレポートでは、web本棚サービスである「ブクログ」を取り上げる。このサイトは、

2004 年に株式会社 paperboy&co.（現：GMO ペパボ株式会社）の創業者である家入一真氏による

個人サービスとして開設されたもので、現在は株式会社ブクログが運営している。オンライン

上で自分の本棚を持つことができ、webサイト、iPhone/Androidアプリから読書管理を行うこ

とができる。2021 年 8月時点で約 150万人の会員登録数を有している。2 

 

表 2「ブクログ」に関する年表 

年月日 概要 

2004 年 9月 15日 家入一真氏によりサービス開始 

2005 年 7月 Amazonアソシエイト大賞受賞 

2008年 12 月 ブログパーツ提供開始 

2009年 1月 携帯版ブクログ提供開始 

2009年 10 月 株式会社 paperboy&co.(当時)が正式サービス化＆リニューアル 

2010 年 3 月 iPhoneアプリ提供開始 

2010 年 5 月 Androidアプリ提供開始 

2012 年 6 月 株式会社ブクログ設立 

2012 年 9月 ブクログプレミアム開始 

2016 年 1 月 ブックオフコーポレーションがブクログを完全子会社化 

2016 年 12 月 登録会員数 100万人突破 

2017年 3月 ブクログ有料版機能を無料開放 

2018年 4月 ハイブリッド型総合書店「honto」との連携開始 

出所)ブクログ通信(https://booklog.jp/hon/special/booklog15anniversary-20190913)に基づ

いて作成 

 

 図 2 は、2017年 7月にブクログが行ったアンケート調査の結果である。ブクログのユーザー

は男性より女性の方が多く、年齢層に関しては 30〜34歳が最も多くなっている。1ヶ月の購入

冊数に関しては、4、5冊以下のユーザーが過半数を占めている。1ヶ月に本に使う金額につい

 
1 ブクログについては下記を参照してまとめた。 
ブクログ 「ホームページ」(https://booklog.jp/ 2022 年 3 月 23日アクセス) 
2 ブクログ「法人向けサービス」(https://booklog.jp/biz 2022 年 4 月 18 日アクセス) 
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ても、3000円以内のユーザーが約 8割を占めている。読書冊数ではないため、実際の読書量は

不明だが、比較的読書量の少ないユーザーも一定数存在することが読み取れる。 

 

 
図 2 ユーザー属性 

出所) ブクログ 「法人向けサービス」(https://booklog.jp/biz 2022 年 4 月 18 日アクセス) 

 

3.2 ブクログの機能 

 ブクログの主要な機能についてまとめた(表 3)。ここでは、ブクログの主な 4つの機能を紹

介し、最後に法人向けサービスについて紹介する。 

 

表 3 ブクログの主要な 4 機能 

機能 概要 

本棚 本を登録し並べることで読書管理を可能にする機能。本の登録時

に、5段階評価、読書状況、カテゴリ、タグ、非公開設定を登録

できる。 

感想・レビュー・書評 5段階評価と本に関するコメントを投稿できる。文字数は無制限

で内容も自由。他ユーザーの投稿にいいねを押したり返信したり

できる。 

ブックリスト おすすめの本を 3冊セットにして紹介できる機能。作成時には、



 8 

タイトル、おすすめポイント・説明、タグ、背景色を登録する。 

ブクログ談話室 ユーザー同氏の交流の場となる掲示板機能。おすすめの作家や作

品についてのスレッドから、雑談を目的としたスレッドまで幅広

く存在する。 

 

3.2.1 本棚 

 ブクログの本棚では、ユーザーが読んだ本や読みたい本を登録できる。また、自分の読書状

況に応じて「読みたい」「いま読んでる」「読み終わった」「積読」と分類することができる。 

図 3 に示した iPhoneアプリ上の本棚では、プロフィール画像、本棚の説明、フォロー数、フォ

ロワー数、本棚に登録している本の冊数、「読みたい」で登録している本の冊数、感想を書いた

本の冊数を閲覧することができる。図 4 に示したように、本棚に本を登録する際は、5段階評

価、読書状況、カテゴリ、タグ、非公開設定の登録ができる。 

 

 
図 3 iPhone アプリ上の本棚 

出所)ブクログスタッフの本棚(https://booklog.jp/users/booklog-official 2022 年 4 月 18

日アクセス) 
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図 4 本棚登録画⾯ 

出所) ブクログ 「売る」から、「売れる」へ。 水野学のブランディングデザイン講義

(https://booklog.jp/item/1/4416115156 2022 年 4 月 18 日アクセス) 

 

3.2.2 感想・レビュー・書評 

 ユーザーは読み終わった本を 5段階で評価し、感想やレビューを書くことができる。文字数

制限がないため、簡単な感想から長文の考察までさまざまな種類の投稿が見受けられる。各投

稿には「いいね」をすることができ、投稿に対してコメントすることもできる。 

 

 
図 5 感想・レビュー・書評の例 

出所) ブクログ「ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー」

(https://booklog.jp/item/1/B096ZSKMRS 2022 年 4 月 18 日アクセス) 
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3.2.3 ブックリスト 

 ブックリストは、2020 年 12 月に開始した、おすすめの本を選書し 3冊セットにして紹介す

る機能である。33冊は作者やジャンルを問わず選択することができ、ユーザーの創造性が試さ

れる機能となっている。各ユーザーの本棚のページでブックリストも閲覧できる。作成する際

には、ブックリストのタイトル、おすすめポイント・説明、タグと背景色を入力する。また、

定期的にブックリスト特別企画として、タグを指定したブックリストが募集される。2022 年 4

月 18 日現在では、#カフェに行って読みたい本 3選という企画を開催している。ここでは、

2021 年ベストユーザー4のうちの一人に選ばれた、さてさてさんのブックリストを紹介する。

図 7は、人気ユーザーの一人さてさてさんが作成したブックリストの一つである。 

 

 
図 6 ブックリスト作成画⾯ 

出所) ブクログ通信 自分だけの 3冊を紹介できる機能「ブックリスト」が登場！

(https://booklog.jp/hon/info/new-release-20201210 2022 年 4 月 18 日アクセス) 

 

 
3 ブクログ通信 自分だけの 3冊を紹介できる機能「ブックリスト」が登場！

(https://booklog.jp/hon/info/new-release-20201210 2022 年 4 月 18 日アクセス) 
4 ブクログ Best User Award 2021 (https://booklog.jp/best-user/2021/index.html 2022 年

4 月 18 日アクセス) 
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図 7 ブックリストの⼀例 

出所)「ブクログ」ブックリスト「建物は同じ、人は代わる (⑅ˊ•␣•ˋ✎...ﾅﾙﾎﾄﾞ」 

(https://booklog.jp/booklists/28499 2022 年 4 月 18 日アクセス) 

 

3.2.4 ブクログ談話室 

 ブクログ談話室は、webサイト上でのみ利用できる掲示板であり、ユーザー同士の交流を促進
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する機能でもある。おすすめの本、作品や作家について意見交換ができるだけでなく、雑談を

目的としたページも存在する。ブクログサービスの改善してほしい点に関する掲示板も存在す

る。例えば、「過去の自分に送りたい当時は存在していなかった本」という雑談のトピックや、

「瀬尾まいこさんが好きな方、語りませんか」という著者についてのトピックが存在する。 

 

 
図 8 ブクログ談話室 

出所) ブクログ「ブクログ談話室」  

(https://booklog.jp/questions/all 2022 年 4 月 19 日アクセス)  

 

3.2.5 法人向けサービス 

 ブクログは、ユーザーに対してだけでなく、法人向けのサービスも行なっている。5具体的に

は、記事化プラン、ターゲット選定プラン、露出型プランの三種類を提供している。ユーザー

の読書傾向等のデータを活かしたサービスを行なっていることがわかる。 

 

3.3「読書メーター」との比較  

 ここでは、ブクログを類似サービスである「読書メーター」と比較する6。読書メーターは、

ブクログ同様本のレビューと読書管理ができるサービスである。表 4 より、読書状況の登録、

本のランキング、フォロー機能、掲示板機能についてはどちらのサービスにも存在することが

わかる。ブクログに特有なものは、読んだ本を 5段階評価できる機能、本にタグをつける機

 
5ブクログ「法人向けサービス」(https://booklog.jp/biz 2022 年 4 月 18 日アクセス) 
6 読書メーターについては下記を参照してまとめた。 
読書メーター「ホームページ」(https://bookmeter.com/ 2022 年 3 月 23日アクセス) 



 13 

能、ブックリスト機能、非公開メモである。読書メーターでは、感想は投稿することでしか記

録できないが、ブクログでは自分だけが見られる「読書メモ」を残すことができる。逆に読書

メーターに特有なものは、自分の読書傾向から他のユーザーとの相性度がわかる相性機能(図

9)、読書冊数と読んだ作品の著者をグラフで示す機能、コミュニティ機能(図 10)、イベント機

能(図 11)である。ここでいうコミュニティとは、同一の目的を持ったユーザーの集まりのこと

を指す。掲示板とは、特定のトピックに関して複数のユーザーが投稿・返信を繰り返すことで

交流する場のことを指す。イベント機能とは、イベント告知や出席確認ができる機能で、オフ

会、読書会、勉強会などの告知や出欠管理に活用することができる。より多くの項目について

グラフで管理できる点において読書メーターは優れているが、非公開で自分だけの記録を残す

ことができる点、本を 5段階で評価できる点においてはブクログの方が優れている。よって読

書管理のしやすさに関しては、どちらか一方が優れているとは一概にいえない。また、ブクロ

グでは、すべてのユーザーが参加できる掲示板としてブクログ談話室が提供されている。一方

で読書メーターには、「もっと読書友達がほしいよ！！の会」や「ライトノベル（ラノベ）好き

交流情報交換会」のようなコミュニティが形成されており、各コミュニティの中に掲示板(トピ

ック)が立てられている。さらにコミュニティ参加者のみ掲示板に投稿することができる。以上

のことから、読書メーターの方がユーザー同士の密なコミュニケーションを可能にしているこ

とがわかる。ブクログのサービス開始の方が早いが、読書メーターの方がより多くのレビュー

数を有している。グラフによる視覚的な読書管理のしやすさとユーザーコミュニティの存在が

この要因として挙げられるだろう。 

表 4 ブクログと読書メーターの⽐較 

 

出所) 筆者作成 
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図 9  読書メーター 「相性」 

出所)読書メーター 「相性」(https://bookmeter.com/aishou 2022 年 

5 月 24日アクセス) 

 



 15 

 
図 10 読書メーター「コミュニティ」 

出所) 読書メーター 「コミュニティ」

(https://bookmeter.com/communities?filter=none&sort=member_count 2022 年 4 月 20日アク

セス) 
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図 11 読書メーター「イベント」 

出所)読書メーター「イベント」(https://bookmeter.com/events/9373 2022 年 5 月 24日アク

セス) 

  

› イベント › 第438回コーヒーを飲みながら読書会

2022年05月25日(水) 23時59分
＞＜
WEB

URL: https://bookmeter.com/events/9373

こちらは、1週間の真ん中の水曜日に
コーヒーをお供に読書の時間を・・・☆という読
書会です。

初めての方も、リピーターの方も、どなたでもご
参加いただけます。
コーヒーと読書を一緒に楽しみませんか？
皆さんにとっても素敵な読書時間となりますよう
に。
よろしくお願いします(・ω・)人(・ω・)

～～～第438回コーヒーを飲みながら読書会～～
～
【期間】2022年5月25日(水)0:00～24:00

【読む本とコーヒー】
・本は何でもOKです。
・ただしイベント名にあるとおり「コーヒーをお
供に」お願いします。
・コーヒーの名の付くものであれば何でもOKで
す。
皆さんのお好きなスタイルでお楽しみください☆

【参加方法】
・コーヒーと読書がお好きな方であれば、どなた
でも
・期間中でしたら、いつでも・何度でも
・お好きな時間に
・他のイベントとダブル参加もOKです

<<追記：コーヒー読書会の参加について>>
以下の事項は必ずしものお願いではありません。
そうしていただけたら、皆さんと一緒に楽しめる
んじゃないかなぁという主催者のつぶやきです。
さらっとお読みいただけたら嬉しいです。

・「みんなのつぶやき」にて「読みます」「読み
ました」などをお知らせください。
・つぶやきの中に本とコーヒーのお写真を添えた
り、「コーヒーを飲みながら読書会」と入れてく
ださい。
・掲示板での「参加します」「つぶやきました」
のお知らせも大歓迎です。

検討中

参加する

参加しない

投稿する あと10240文字 写真

表示する内容がありません

スマートフォン版 パソコン版

利用規約 プライバシーポリシー
サイトアクセス情報の取得について
法人・プレスお問い合わせ 運営会社

受けちゃえ、司法試験

PR

本を探す

第438回コーヒーを飲みながら読書会

詳細

参加登録

コメント

コメントする

参加する(8人)

snow's library

わっちー

椰

もこ

naoco

もっと見る

検討中(1人)

Green163

イベント一覧

イベント作成

2022/05/24 23:32
1 / 1ページ



 17 

4. 考察 

 本研究では、「消費者､ユーザーによるイノベーションや創造」というテーマに関して「ブク

ログ」の事例研究を行った。この章では、これらを踏まえて考察を行う。 

4.1 アクティブコンシューマーについての研究への考察 

 事例研究で示したように、ブクログのユーザーは自らの手で本棚やブックリストを作成する

ことができる。特にブックリストの作成は、個別の既存の製品(本)を３つ組み合わせてタイト

ルをつけるという点において創造的消費といえるだろう。 

 

4.2 消費者による創造、開発の動機についての研究への考察 

 田中(2014)は、ブクログ談話室において、ユーザーに対するインタビューを行った。そこで

は、ブクログのレビューを読んで購買行動に至った経験がある、もしくは購買前にブクログで

の評価・レビューを参考にするという回答が得られた。また、レビューを読んで購買に至った

理由として、「あくまで自分のための読書記録や覚え書きとして、レビューを書いている人が多

いと思うからです。そのため、宣伝や、この本を買ってもらいたいという目的はそんなにない

ように思います。自分と同じような人たちが、こんな風に感じたのだなぁと思うと親しみを感

じます。」という回答も見受けられた7。 

 実際に App Storeのレビュー8を参照すると、「自分のお気に入りの本棚が作れるのが嬉しい

です」「主に公開の感想とは別に非公開の感想を書けるところが最高です。文字制限もないのは

地味に嬉しいです。本棚の色を変えられるのも愛着が持てて嬉しいです。」「ユーザー同士や公

式からのリコメンドによる新しい本の出会いも含めて良いサービスになっている。」というよう

に、本棚の作成や感想・レビュー機能、新しい本との出会いを評価するコメントが多く見られ

た。 

 これらのことを踏まえて、ブクログユーザーの創造、開発の動機について評価する。経済的

利益を目的として利用しているユーザーは 2014 年当時も現在も多くは存在しないと考えられ

る。レビューや談話室といった機能によって新しい本と出会える楽しさや、自分だけの本棚を

作れる楽しさがブクログ利用の最も大きな動機であると考えられる。そしてこれは不満や不便

の解消にも繋がる。自己効力感については、創造的消費にあたるブックリストを作成しても、

それに対する感想が得られないため△とした。また、自分の感想・レビューやブックリストを

見て本の購入に至った人数を把握することができない。名声・認知欲求については、フォロー

機能、感想・レビューや本棚、ブックリストに対するいいね機能だけでなく、Best User 

Award9も開催しているため◎とした。互酬性および一般的交換に関しては、ブクログ談話室に

 
7 出所: http://booklog.jp/q/6034?page=2 
8 App Store プレビュー 読書管理ブクログ-本棚/読書記録

(https://apps.apple.com/jp/app/%E8%AA%AD%E6%9B%B8%E7%AE%A1%E7%90%86%E3%83%96%E3%82%AF

%E3%83%AD%E3%82%B0-%E6%9C%AC%E6%A3%9A-%E8%AA%AD%E6%9B%B8%E8%A8%98%E9%8C%B2/id35906658

2 2022 年 4 月 19 日アクセス) 
9 年間を通して最もブックリストが読まれるなど注目を集めブクログをたくさん利用したユー
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おいて質問に答える行為は一般的交換にあたる。記録、記憶については、本棚に本を並べられ

る点、非公開の読書メモやレビュー機能によって読書の記録ができる点から◎とした。 

 

表 5 消費者の創造、開発の動機の評価 

 

◎：当てはまる ◯：やや当てはまる △：あまり当てはまらない 

出所)筆者作成 

 

4.3 共進化マーケティングについての研究への考察 

 事例研究で述べた通り、ブクログはユーザーだけでなく法人向けにもサービスを展開してい

る。従来は、ユーザーすなわち読者と出版社の間の本の売買が主であったが、間にブクログが

介入することで、より活発なマーケテイングが行われるようになった。図 12 より三者は相互に

影響を及ぼしていることがわかる。これによりユーザーの読書傾向や本の購入頻度が変化する

可能性があり、出版社はブクログから得たユーザーの情報を元にプロモーション方法を変化さ

せていくことが想定できる。そしてブクログはユーザー、出版社のニーズに合わせてサービス

を改善させていくことが考えられる。 

 

 
図 12 ブクログ、ユーザー、出版社の関係 

出所)筆者作成 

 

4.4 成功要因のまとめと今後への提言 

 
ザーを表彰する企画 

ユーザー

ブクログ

出版社
本の販売

本の購入

本のレビュー、
本棚

他ユーザーとの交流、
読書管理サービス

読者(ユーザー)の
情報提供、
広告掲載

献本キャンペーン、
本の情報提供、
広告料
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 ブクログの成功要因は、大きく三つに分類できる。一つ目は、ユーザーが自分だけの本棚や

ブックリストを作成できることである。二つ目は、ユーザーがブクログの諸機能を通して読み

たい本を見つけやすくなることである。三つ目は、ユーザーと出版社とブクログの三者による

共進化マーケティングである。 

 ここで、ブクログがアクティブ・コンシューマーを増加させるための提言を三つ行いたい。

一つ目は、他のユーザーとの交流をより活発化させることである。具体的には、読書メーター

における相性機能のような、自分と似た読書志向のユーザーを探しやすくする機能の導入と、

ユーザーコミュニティの導入である。いずれも、レビュー数の多い読書メーターにあってブク

ログにはない機能であるからだ。二つ目は自己効力感の強化である。具体的には、ブックリス

トに対するレビュー機能の導入である。これにより、自分が作成したブックリストを見て他ユ

ーザーがどのように感じたか、実際にブックリストを参考にして本の購入に至ったのかを知れ

ることで自己効力感を感じやすくなると考えるからだ。三つ目は、記録・記憶機能を強化する

ことである。読書メーターとは異なり、ブクログでは文字数無制限のレビューと 5段階評価に

よって詳細な読書記録を残すことができる。この点を強化すれば、他の読書管理アプリとの差

別化を図ることができ、レビューを多数投稿するアクティブコンシューマーを増加させること

ができるのではないかと考える。これは、レビュー投稿時の選択項目を増やすことで実現可能

だが、投稿に要する時間が長くなるので気軽に投稿できるような工夫が必要である。 

 

5. おわりに 

 本研究では、第 2 章において「アクティブ・コンシューマー」、「消費者の創造、開発の動

機」、「共進化マーケティング」の三つの先行研究を取り上げ、第３章において「ブクログ」の

事例研究を行い、第 4 章において考察と今後への提言を行った。ブクログは、ブックリスト機

能や掲示板機能によって、ユーザーの創造的消費を促進していること、ユーザー・ブクログ・

出版社の三者が相互に影響を与えていることが明らかになった。 

 ３章において、ブクログが読書メーターに対してレビュー数で劣る要因をグラフによる視覚

的な読書管理のしやすさとユーザーコミュニティの存在としたが、他の要因が存在することも

否定できない。これを明らかにすることを今後の課題としたい。また、二者はかなり類似した

サービスであったため、異なる特徴を持つ読書関連サービスとの比較も行いたい。 
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